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平成2フ年度事業報告書

平成2フ年度収支決算害

自平成27年4月1日

至平成28年3月31日

特定非営利活動法人ロボカップ曰本委員会



I .平成2フ年度事業報告書

平成27年度については、関係者の協力により、本法人の事業目的を達成するため

に、福井県産業会館・福井県生活学習館にて、ジャパンオープン2015の開催、愛

知工業大学にてジャパンオープン2016を開催し各種の事業を実施した。

また、ロボカップ活動の普及を図るため、Webサイトの運営等の広報活動や会員の
募集等の基盤整備を図った。

1 ．特定非営利活動に係る事業

(1)一般会計事業

①キャンプの開催

。 「レスキュー実機リーグ」では、 9月1 1～13日で愛知工業大学にて、国内の参

加者のための技術交流および新規参加者のためのキャンプを実施した。

． 「サッカー・標準プラットホームリーグ」では、 12月19日～20日に、愛知県

立大学において、練習試合、意見交換会を開催した。

｢＠ホームリーグ」では、 1 1月28日～29日に、グランフロント大阪および大

阪工業大学において、ロボット学会インテリジェントホームロボティクス研究会と

共催で､技術交流および新規参加者の開拓を目的としたキャンプを開催した｡また、

1月23日（土）に玉川大学にて、＠ホームエデユケーシヨンに関する技術交流会

を開催した。

■

｢サッカー・レスキユーシミユレーシヨンリーグ」では、 10月24日～25日

に、電気通信大学において、国内の参加者のための技術交流および新規参加者の

ための講習会､練習試合､研究会(人工知能学会第23回社会におけるAI研究会）
などを開催した。

■

｢サッカー小型ロボツトリーグ(SSL)」では、 9月12日(土),愛知県立大学にて国

内9チームによるロボカップSSL勉強会・研究討論会を開催した。

SSLに関するAI,回路，機械，その他周辺技術をチームごとにプレゼンテーションし

た後，分野別のインタラクティブセッションを行った。

■

②JVRCへの企画・運営技術サポート

「レスキュー実機リーグ」と「レスキューシミュレーションリーグ」では、

11月に実施されたJapanVirtuaIRoboticsChallenge(主催:NEDO)に対してタスク評価、

説明会の開催、競技運営への助言等の協力を行った。
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